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大学院法学政治学研究科・法学部

ＥＵシンポジウム「ＥＵ憲法条約とヨーロ
ッパ政体の将来像」開催される

21世紀COEプログラム「先進国における《政策シス
テム》の創出」と大学院法学政治学研究科附属比較法政
国際センターは神戸大学21世紀COEプログラム「市場
社会の法動態学」研究センター（CDAMS）との共催に
より９月29日（木）、ＥＵシンポジウム「ＥＵ憲法条約
とヨーロッパ政体の将来像」を東京全日空ホテル・バン
ケットルームで開催した。
今回のシンポジウムは、同COEプログラム拠点リー

ダー高橋進教授と同事業推進者平島健司社会科学研究所
教授が企画し、神戸大学網谷龍介教授他の協力を得て実
現した。
シンポジウムは高橋進教授の挨拶の後、平島健司教授

の司会により、第１セッションはアルチュール・ベンツ
ハーゲン通信大学教授による報告“Federal and

Democratic? Reflections on Democracy and the

Constitution of the EU”、網谷龍介神戸大学教授のコメ
ント、第２セッションはサイモン・ヒックスロンドン大
学 （ LSE） 教 授 に よ る 報 告 “ Why the EU is

Undemocratic, and What Should be Done About It”、
小川有美立教大学教授のコメントが行われた。

第３セッションは、高橋進教授の司会により、報告
者・コメンテーターに、平島教授、吉田徹日本学術振興
会特別研究員が加わり、フロアからの質問をまじえて、
活発なパネルディスカッションが行われた。
今回のシンポジウムは、同COEプログラムが学外の

会場で行ったはじめてのシンポジウムであるが、学外か
らも多くの参加希望があり、ディスカッションも充実し
たものとなった。
また、シンポジウム終了後、レセプションを開催し、

宮廻美明比較法政国際センター教授の挨拶の後、田中俊
郎慶応大学教授よりもご挨拶をいただき、なごやかな雰
囲気で歓談が行われた。終了後、多くの参加者より、パ

ネルディスカッションでのベンツ教授、ヒックス教授の
異なる考え方、参加者やパネリストの鋭い質問等により、
非常に有意義な時間を過ごすことができたとの言葉をい
ただいた。

大学院農学生命科学研究科・農学部

初めての企画―キャリア講演会

就職・進学を考えている学部生、就職・博士進学を考
えている大学院生を対象に、社会に出て活躍している農
学部・農学系大学院出身の先輩（18人）や、大学院学生
（６人）の話を聞く、初めての試みを行った。キャリア
講演会の概要は以下のとおりである。
開催日時：９月29日（木）13:00～19:00

開催場所：農学部１号館８番講義室（２階）
テーマ：「先輩に学ぼう！あなたのキャリア・ストラテ

ジー」
講演者職等：企業職員、独立法人研究所・企業研究所研

究員、省庁職員、大学教員、動物病院長、
大学院学生

講演会は盛会で、200名以上の学生が参加、熱心に先
輩方の話に聞き入っていた。18時までの予定が、体験談
を語っていただいているうちに時間が押して19時まで延

ベンツ教授の報告

パネルディスカッション

熱心に話を聞く学生
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長して行われた。参加者からのアンケートには、「就職
活動の苦労話、職選びの考え方、子育てと研究の体験談
など、普段聞くことのできない貴重な話を聞くことがで
き、とても良かった。今後もこういう企画を行ってほし
い。」など、好意的な意見が寄せられ、好評を得たよう
であった。
講演会終了後は農生協食堂に場所を変え、講演者を囲

んで懇親会を行った。會田勝美研究科長の労いの言葉で
始まり、和やかな雰囲気の時を過ごし、気が付けば生協
食堂の使用時間も過ぎていた。最後は、講演を予定して
いたが急な業務のため講演できず、懇親会に駆け付けて
くれた企業職員の言葉で会を締めくくった。
今回のキャリア講演会の運営においては、ジュニア

Ｔ・Ａに協力を求め、司会進行・受付等の業務に携わっ
ていただいた。学生、教員、事務という三者で今回の企
画を実行したということはとても有意義なことであった
と思われる。来年は今回の経験を生かしてより良いもの
にしていきたいと考えている。

大学院数理科学研究科

玉原国際セミナーハウスで高校生のための
現代数学講座を開催

大学院数理科学研究科では、８月12日（金）、19日
（金）、９月10日（土）、10月22日（土）の４日間東京大
学玉原国際セミナーハウス（群馬県沼田市玉原高原）に
おいて「高校生のための現代数学講座」を開催した。

この数学講座は、総長の提言による「地元との交流の
必要性、特に中学生・高校生を対象に」を実践すべく、
群馬県教育委員会及び群馬県立沼田高等学校の協力を得
て、「数論と暗号」及び「確率の考え方」をテーマに開
催された。各日とも約50名の高校生が大学側で用意した
バスで玉原国際セミナーハウスに向かった。当初は緊張

した面持ちで講義を受けていたが、徐々にその緊張も解
け質疑等も活発に行われた。数学の面白さ、難しさを十
分体験できた有意義な数学講座であったとのアンケート
が多数寄せられた。
来年度以降についても、高校生を対象に勉学意欲を高

め、数学への関心を深めていただくために、数学講座を
さらに充実させたいと計画している。
（HP：http://tambara.ms.u-tokyo.ac.jp/）

医科学研究所

医科学研究所で慰霊祭行われる

医科学研究所では、同附属病院で亡くなられ、病理解
剖させていただいた方々の御霊をお慰めするために、10

月13日（木）13時30分から医科学研究所慰霊祭を挙行し
た。式は、参列者全員による黙祷に始まり、献体者御尊
名の奉読の後、山本雅所長が「御霊に捧げることば」を
述べた。続いて、御遺族及び医科学研究所教職員が献花
を行い、最後に、岩本愛吉病院長から御遺族に対して感
謝のことばがあり、14時過ぎに滞りなく終了した。

熱心に講義を静聴する高校生

講義風景

「御霊に捧げることば」を述べる山本所長

たんばら
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情報基盤センター

「東京大学教育用計算機システム」が情報
化促進貢献情報処理システム表彰を受賞

10月は情報化月間とされており、情報化月間推進会議
を中核に、経済産業省、内閣府、総務省、財務省、文部
科学省、国土交通省の連携のもと実施されている。昭和
47年から実施されているもので、月間中には国民の間に
情報化に対する正しい認識と理解を醸成することを目的
として、広く国民を対象とした啓発・普及のための各種
行事が行われている。
この情報化月間の冒頭に行われる情報化月間記念式典

において、情報化の促進に多大な貢献をなしたと認めら
れる「個人」、「企業等」及び情報化の進展に著しい効果
をあげている「情報処理システム」を政府が選定し、表
彰しており、情報基盤センター教育用計算機システムが
「平成17年度情報化促進貢献情報処理システム」の表彰
を受けた。

遺族に感謝の挨拶を述べる岩本病院長

10月３日（月）に行われた記念式典の様子

教育学部附属中等教育学校の
石田阿紗乃さんが統計グラフコンクール
で佳作を受賞！

教育学部附属中等教育学
校２年の石田阿紗乃さんが、
東京都統計グラフコンクー
ルのパソコン統計グラフの
部で佳作を受賞しました。
このコンクールは年に１回
開催されていて、今年で53

回目を迎えるものです。大
きく分けて、手書きポスタ
ー部門とパソコンを使用し
たポスター部門の２つがあ
ります。手書きの部は、小
学校、中学校、高校それぞれの学校段階で各賞を競
います。一方、パソコンの部は年齢に関係なく小学
生から大人まで同じ「土俵」で競うものです。今回
パソコンの部で入賞したのは大学生３作品と高校生
６作品で、石田さんはただ１人の中学生でした。こ
の部門は中学生のレベルよりも高いことが多いので
この中で入選したのは快挙といえます。
「ペットが私たちに与えてくれるもの～癒しのカタ
チの現在・未来～」というテーマでポスターを作成
した石田さんは「また来年もこのコンクールに応募
したい。」と話しています。

（教育学部附属中等教育学校　細矢和博）

ポスターを作った
石田阿紗乃さん

表彰理由は
・教育・研究向けコンピュータ及びネットワーク設備を
世界最大級のシンクライアントシステムで構築して
いる。

・ 複 数 の O S が 混 在 す る 環 境 も 実 現 可 能 で
あり、様々な教育カリキュラムに対応できる。

・TCO削減、個人情報保護の観点から有効性は極めて
高く、波及効果も大きい。

などである。
10月３日（月）に行われた平成17年度情報化月間記念

式典においては、各界関係者列席のもと、情報化月間推
進会議議長による「情報化促進貢献情報処理システム」
の表彰を受けた。
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学生部

水上運動会・講習会のお知らせ

（財）東京大学運動会では、運動部の協力の下、様々
なスポーツの大会や講習会を開催しています。これから
開催される予定の行事をご案内します。皆様のご参加を
お待ちしています。

水上運動会（ボート）

埼玉県戸田市にあるオリンピックコースにて、ボート
レースを行ないます。普段漕いだことのないボートに慣
れ親しんでもらうとともに、戸田橋艇庫を皆さんに知っ
てもらうよい機会です。実際にボートに乗ってみると、
ボートが水面を進む感覚は、陸上で見るよりも速く、と
ても気持ちがいいです。ぜひ、味わってみてください。

また、軽食や懇親会も用意していますので、部員と一
緒に楽しみましょう。上位クルーには賞品を用意してい
ます。仲間を募ってぜひご参加下さい。ボート部全員で
待っています。

受　付：10月31日（月）～
開催日：12月10日（土）

（雨天中止）
場　所：戸田橋艇庫
参加費：１人500円
募集人数：120人（個人、団体で

も参加可、運動会員
以外の学内関係者も
参加可）

ダンス講習会

誰しも一度は憧れたことのある、社交ダンス。しかし、
いざ習うとなるとそんな機会はほとんどありません。こ
の講習会では、競技ダンス部の部員が、本当の基礎から
丁寧に社交ダンスを指導します。他の参加者も初心者ば
かりなので、どうぞ気楽にご参加ください。
開催日：12月18日（日）
場　所：駒場第一体育館剣道場
参加費：300円

馬術講習会

馬のことを知り尽くした馬術部員が、２日間に渡って
丁寧な指導をします。参加者は段階を踏んでかなり上達
することが出来ます。しかも、場所が都内にもかかわら
ず参加費は破格の値段。特に毎回人気がある行事なので、
参加申込はお早めにどうぞ。
開催日：12月３日（土）・４日（日）
場　所：東京大学三鷹馬場
参加費：1,000円

●参加方法

参加申込は、
本郷：御殿下記念館モール階運動会窓口
駒場：アドミニストレーション棟８番窓口（課外活動係）
で受け付けています。窓口には、申込書や行事要綱が置
いてありますのでお気軽にお立ち寄りください。なお、
詳しい地図はホームページをご参照ください。前号の学
内広報（1321号）にも掲載されています。
（http://www.undou-kai.com/soumu/contact.html）

●問い合わせ先

各行事の詳しい情報は、下記アドレスの運動会ＨＰや、
構内の掲示板に貼られるポスターなどでご覧ください。
学内広報でも随時お知らせしていきます。連絡先は、下
記の通りです。

東京大学運動会総務部
ＴＥＬ：03-5841-2510

E-mail：undoukai@undou-kai.com

ＨＰ：http://www.undou-kai.com/

掲 示 板

お知らせ

ボートレース、水面を疾漕！！

乗船準備中、
いざ漕ぎ出す
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研究協力部

平成18年度東京大学基金による
国際交流助成事業募集

平成17年度をもって終了の予定であった下記３つの助
成事業は、原資である東京大学学術研究奨励資金が東京
大学基金に組み込まれたこととも合わせ、学内での調整
の結果、平成18年度も下記要項のとおり募集することと
なりました。ついては、申請される場合は、各事業の提
出期限までに所属部局を通じ、研究協力部国際課まで必
要書類を提出願います。
●海外学術交流研究拠点設置・運営経費助成事業
●東大シンポジウム開催経費助成事業
●ジョイント・フォーラム開催経費助成事業

なお、申請手続き等詳細につきましては、各部局担当
係へお問い合わせください。
また、今回から「東大シンポジウム開催経費助成事業」

及び「ジョイント・フォーラム開催経費助成事業」は、
日本側の主要メンバーは本学の教員であれば、その所属
部局が単独でも助成対象として認められることとなりま
したので、留意願います。
下記のＵＲＬから「東京大学基金による国際交流助成

事業」をクリックすると、各事業の申請書類をダウンロ
ードできるページにジャンプします。

http://www.u-tokyo.ac.jp/res02/d03_05_j.html

平成18年度　東京大学基金による
海外学術交流拠点設置・運営経費助成募集要項

1．趣　旨

国際化の進展に伴い本学における教育・研究の一層
の推進に寄与するため、海外での教育・研究の推進、
当該国の学術団体・高等教育研究機関との間の学術交
流の調整・推進、本学の教職員・学生等関係者に対す
る便宜供与などの目的をもった海外における学術交流
の基地となる海外学術交流拠点（以下、「海外拠点」
という。）の設置（事前調査を含む）及び運営に対し
て、必要な経費の一部を東京大学基金から助成するも
のである。

2．応募資格

海外拠点設置（計画）の代表者である本学の教授又
は助教授

3．助成期間

３年以内（学術研究奨励資金による同名の助成を受
けた期間を含める。また、昨年度に引き続き助成を希
望する場合も、再度申請をするものとする。）

4．補助の対象となる要件

（１）東京大学の国際戦略上、重要度が高いものであ
ること。

（２）助成期間終了後の運営体制が検討されているも
のであること。

5．助成経費

（１）海外拠点開設のための事前調査に係る経費（旅
費、謝金等）

（２）海外拠点への教員の派遣旅費
（３）海外拠点運営経費（消耗品費、謝金、設備備品
費、建物借料等執行可能なもの。）
（１）及び（２）の場合の旅費は、本学から訪問先

研究機関までの最も経済的な通常の経路及び方法によ
る旅行に必要な往復航空賃（エコノミークラスのディ
スカウント運賃）、往復鉄道賃等（本学から最寄りの
空港までとする）、滞在費（東京大学旅費規程による
日当、宿泊料）及び日本国内空港施設使用料とする。

6．助成額及び採択予定件数

１海外拠点当たり、400万円程度を限度とし、採択
件数は、３件程度を予定している。

7．申請手続及び提出期限

別紙様式１（昨年度に引き続き助成を希望する場合
は、別紙様式２）により、平成17年12月９日（金）ま
でに、所属部局長を通じて総長あて提出すること。な
お、各部局内においての提出期限については、各部局
事務担当に問い合わせること。

8．選考及び採否の通知等

選考は東京大学基金による国際交流助成専門委員会
が行い、採否の結果は平成18年２月上旬頃までに所属
部局長あて通知する。
なお、選考に当たって必要な場合は、ヒアリングを

実施することもある。

9．報告書の提出

別紙様式３により、平成19年４月末日までに、所属
部局長を通じて総長あて提出すること。
（様式については、採択通知に添付する。）

10．申請書等送付先

研究協力部国際課

募集
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平成18年度　東京大学基金による
東大シンポジウム開催経費助成募集要項

1．趣　旨

学際的でやや規模の大きい国際研究集会を「東大シ
ンポジウム」として開催することとし、そのために必
要な経費の一部を東京大学基金から助成するものであ
る。

2．応募資格

本学の教授、助教授、講師又は助手とする。

3．対象分野

人文、社会及び自然科学の全分野

4．助成の対象となる要件

（１）学術的に重要かつ緊急度が高く、東京大学の名
称を冠するにふさわしいものであること（ただし、
学会主催による国際会議等を除く）。

（２）特定の主題について、内外の研究者が学術的発
表及びそれに関する討議を行い、その分野の研究を
増進することを目的とするものであること。

（３）日本側の主要メンバーは、本学教員であること。
（４）主催にかかる運営の学内体制が十分に確保され
るものであること。

（５）平成18年度中に開催されるものであること。
（６）主たる経費の出途が東京大学基金によるもので
あること。

5．助成の対象となる経費

（１）外国人招待講演者の旅費（日当・宿泊料を含む）
並びに外国人一般参加者の滞在費（日当・宿泊料）

（２）国内の学外招待講演者の旅費（日当・宿泊料を
含む）

（３）招待講演者の講演謝金（主として外国人参加者）
（４）シンポジウム開催に直接必要な印刷（製本）費、
通信運搬費、会場借料等

注）本学の教員は招待講演者とみなされないので講演
謝金は支給されない。また、原則として、旅費も支
給されない。

6．助成額及び採択予定件数

１件の助成額は、400万円程度を限度とし、採択件
数は、３件程度を予定している。

7．申請手続及び提出期限

開催責任者は、「平成18年度東大シンポジウム開催
経費申請書」（別紙様式１）一部を、当該シンポジウ

ムの概要（サーキュラー等）の資料があれば添付し、
所属部局長を通じて、平成17年12月９日（金）までに
総長あて提出すること。なお、各部局内においての提
出期限については、各部局事務担当に問い合わせるこ
と。

8．選考方法及び採否の通知等

選考は東京大学基金による国際交流助成専門委員会
が行い、採否の結果は平成18年２月上旬頃までに、開
催責任者の所属部局長あて通知する。

9．報告書の提出

開催責任者は、シンポジウム終了後１ヵ月以内に
「平成18年度東大シンポジウム実施報告書」（別紙様式
２）一部を所属部局長を通じ速やかに総長あて提出す
ること。（様式については採択通知に添付する。）

10．申請書等送付先

研究協力部国際課

平成18年度　東京大学基金による
ジョイント・フォーラム開催経費助成募集要項

1．趣　旨

本学と海外の優れた大学等と共催で行われるフォー
ラム等の開催に必要な経費の一部を、東京大学基金か
ら助成するものである。

2．応募資格

ジョイント・フォーラム開催（計画）の代表者であ
る本学の教授又は助教授とする。

3．対象分野

人文、社会及び自然科学の全分野

4．助成の対象となる要件

（１）海外の大学・研究機関等で開催されるものであ
ること。

（２）学術的に重要かつ緊急度が高く、東京大学が海
外の大学等と共催するにふさわしいものであること
（ただし、学会主催による国際会議等を除く）。

（３）特定の主題について、内外の研究者が討議を行
い、その分野の研究を増進することを目的とするも
のであること。

（４）日本側の主要メンバーは、本学教員であること。
（５）主催にかかる運営の学内体制が十分に確保され
るものであること。

（６）平成18年度中に開催されるものであること。

掲 示 板
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5．助成の対象となる経費

（１）本学教員の派遣旅費（日当、宿泊料を含む）
（２）学外招待講演者の旅費（日当、宿泊料を含む）
（３）ジョイント・フォーラム開催に直接必要な経費
（印刷（製本）費、通信運搬費、謝金、会場借料等
執行可能なもの）

6．助成額及び採択予定件数

１件の助成額は、200万円程度を限度とし、採択件
数は、４件程度を予定している。

7．申請手続及び提出期限

開催責任者は、「平成18年度ジョイント・フォーラ
ム開催経費助成申請書」（別紙様式１）一部を、当該
フォーラムの概要（サーキュラー等）の資料があれば
添付し、所属部局長を通じて、平成17年12月９日（金）
までに総長あて提出すること。なお、各部局内におい
ての提出期限については、各部局事務担当に問い合わ
せること。

8．選考方法及び採否の通知等

選考は東京大学基金による国際交流助成専門委員会
が行い、採否の結果は平成18年２月上旬頃までに、開
催責任者の所属部局長あて通知する。

9．報告書の提出

開催責任者は、フォーラム終了後１ヵ月以内に「平
成18年度ジョイント・フォーラム実施報告書」（別紙
様式２）一部を、所属部局長を通じ速やかに総長あて
提出すること。（様式については採択通知に添付す
る。）

10．申請書等送付先

研究協力部国際課

大学院理学系研究科・理学部

ユネスコ大学生交流プログラム
公開講演会・シンポジウム
―科学を通して考える宇宙・地球・愛―

このプログラムはUNESCOアジア文化センターと東
京大学の共催により、中国・韓国の大学生を日本に招聘
し、先進科学やユネスコ世界遺産に触れながら、また
様々な学生との出会いを通して、我々の大切な「地球」
について考えようとのプログラムです。このプログラム
の一環として下記の通り公開講演会とシンポジウムを開
催しますので皆さん奮ってご参加下さい

小柴昌俊特別栄誉教授講演会

テーマ：“Neutrino Astrophysics”
日　時：11月9日（水）14:00～15:30（13:30開場）
場　所：理学部１号館２階206号室

シンポジウム

日　時：11月10日（木）14:00～17:30（13:30開場）
場　所：理学部１号館２階206号室
講演者：
坂野　仁（大学院理学系研究科教授）
“Sense of smell in humans”
梅澤喜夫（大学院理学系研究科教授）
“Seeing what was unseen in biological systems”
村尾美緒（大学院理学系研究科助教授）
“Quantum information, universe, earth and love”
横山祐典（理学部講師）
“Past Global Climate Change”
金　容海（韓国科学技術院自然科学部名誉教授）
“ Interesting story of naturally occurring

neurotoxins”

●参加費：無料

●参加申込み・連絡先：
理学系研究科・理学部　国際交流室
理学部１号館１階101号室
E-mail：ilo@adm.s.u-tokyo.ac.jp

詳細はホームページをご覧下さい。
http://www.s.u-tokyo.ac.jp/jimu/pages/0375/index.

html

シンポジウム・講演会

号数 原稿締切日 発行日 配布日

1323 11月２日（水） 11月９日（水） 11月15日（火）
1324 11月16日（水） 11月24日（木） 11月30日（水）
1325 学生生活実態調査特集号（予定）
1326 12月７日（水） 12月14日（水） 12月20日（火）
1327 １月４日（水）１月11日（水）１月17日（火）
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東洋文化研究所

東洋文化研究所シンポジウム「アジア古籍保
全講演会＆ワークショップ」を開催

東洋文化研究所では、アジア古籍に携わる方や興味が
ある方を対象に、各分野の専門家を招き、アジア資料の
劣化対策や保存、利用にまつわるシンポジウムを開催し
ます。起こった損傷に対応するのではなく、環境管理に
よって劣化を未然に予防しようというテーマの講演や、
貴重書の媒体変換の事例報告、現場の豊富な経験・知識
を生かした保存と修復関連のワークショップを行いま
す。皆様のご参加をお待ちしています。

開催日：12月16日（金）
場　所：東洋文化研究所
内　容：
Ａコース（講演・事例報告）
10:00～10:10

開会挨拶　田中明彦（東洋文化研究所長）
10:10～14:15（12:10～13:15休憩）
書籍の有害生物管理－ＩＰＭを中心に－
木川りか（東京文化財研究所保存科学部主任研究官）

アジア古籍のための環境管理
稲葉政満（東京藝術大学大学院美術研究科助教授）

国際連携漢籍資料庫の夢
－漢籍のデジタル化について－
丘山　新（東洋文化研究所教授）

Ｂコース（ワークショップ）
14:30～16:30

①保存管理と補修計画
－アジア近現代資料を中心として－
小島浩之（経済学部資料室助手）

②紙媒体資料の劣化と予防的保存手当て
木部　徹（（有）資料保存器材）

③古文書古典籍の装幀形態と料紙及び修補作業
吉野敏武（宮内庁書陵部修補係長）

定員：Ａコース　60名
Ｂコース　①～③各20名

申込：氏名・所属・ご希望のコース（ＡまたはＢ）を明
記し、Ｅメールにてお申し込みください。Ｂコー
スご希望の方は、①～③から第１希望・第２希望
を必ず１つずつご選択ください。

・申し込み先：東洋文化研究所図書室宛
E-mail：lib-info@ioc.u-tokyo.ac.jp

・期限：11月30日（水）必着

詳細については、東洋文化研究所図書室ホームページ
をご覧ください。
http://institute.ioc.u-tokyo.ac.jp/̃library/news/a

sia_lecws.html

大学院農学生命科学研究科・農学部

第2回愛知演習林シンポジウム－緑のダム研
究の最前線と市民・行政・研究者の協働－

愛知演習林では、以下の要領でシンポジウムを開催し
ます。無料で、どなたでも参加できます。多くの方のご
来場をお待ちしています。
●開催趣旨

森林の緑のダム機能が社会的に大きな関心を呼んでお
り、それに刺激されて森林水文研究も進んできています。
その結果、これまで明らかになっていなかった森林の機
能や、放置人工林での水の流れの実態が次々に明らかに
なってきています。
一方で、近年では行政や研究者だけでなく市民が主導

で研究者や行政と協働し、森林の機能調査などを行う例
が各地でみられます。
このような背景を踏まえ、本シンポジウムは、2004年

に行われたシンポジウム「緑のダム研究の現状と将来展
望」の続編として、研究者、政策立案・決定者、市民が
集い、これらの論点について議論を尽くし、広範な分野
にまたがる関係者間で最新の情報を共有し、今後の研究
や社会のあり方を展望する場として開催します。
●主催：大学院農学生命科学研究科附属愛知演習林
●共催：
科学技術振興事業団戦略的創造研究推進事業（CREST）
「森林荒廃が洪水・河川環境に及ぼす影響の解明とモ
デル化」
日本学術振興会人文・社会科学振興プロジェクト
「青の革命と水のガバナンス」

●日時：平成17年１月28日（土）13:00～17:00

なお、１月29日（日）には引き続き「森林水
文学若手研究者の会」が開催されます。

●会場：瀬戸蔵２階つばきホール（１月28日）
（名鉄瀬戸線尾張瀬戸駅より徒歩５分・記念橋
前・駐車場有料）

詳細はホームページをご覧下さい。
http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/aichi/sympo2006.html

掲 示 板

シンポジウム・講演会

シンポジウム・講演会
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附属図書館

附属図書館特別展示「東大黎明期の学生た
ち－民約論と進化論のはざまで－」

今年度の特別展示は、東大黎明期（明治初期）の学生
たちの勉学風景を、当時使用した教科書、授業風景、成
績簿、図書館風景他の資料や写真を展示解説することに
より振り返ると共に、東大の歴史と当時の学生生活に思
いをはせていただきます。
当時の政府が期待する官吏の道と、それに背を向ける

在野の道とのはざまで揺れ動いた学生たちの生き方を、
「進化論」（ダーウィン、スペンサー）と「民約論」（ル
ソー）とに仮託して描き出します。
展示期間中には、月村辰雄教授による記念講演会も行

います。ご期待ください。

特別展示
会期：11月16日（水）～30日（水）土日、祝日も開催
時間：9:00～19:00（入館は18:30まで）

※11月24日（木）は17:00～18:00

会場：総合図書館３階ホール

記念講演会
講師：月村辰雄教授（大学院人文社会系研究科）
日時：11月24日（木）18:00～20:00

会場：総合図書館大会議室（西口玄関より入り、３階）
演題：「競争社会の開幕と東大黎明期の学生たち」

問い合わせ先：附属図書館情報サービス課専門員
TEL：03-5841-2640（内線22640）

生物生産工学研究センター

生物生産工学研究センターシンポジウム開催

生物生産工学研究センターでは、以下の要領でシンポ
ジウムを開催します。参加費は無料で、参加登録も不要
です。多くの皆様のご参加をお待ちしています。

『イネにおける病害抵抗性研究の現状と課題』

日時：12月12日（月）13:00～18:00

場所：弥生講堂一条ホール
（地下鉄南北線「東大前」下車徒歩１分；地下鉄
千代田線「根津」下車徒歩７分）

主催：生物生産工学研究センター　
共催：大学院農学生命科学研究科・農学部

（独）農業・生物系特定産業技術研究機構生物系
特定産業技術研究支援センター

講演

「イネのエリシター受容体とシグナル伝達」
渋谷直人、賀来華江（明治大学農学部）

「低分子Ｇタンパク質Racを介したイネの耐病性シグナ
リング」
島本　功（奈良先端科学技術大学院大学）

「イネにおけるファイトアレキシン生合成とその制御機
構」
山根久和（生物生産工学研究センター）
佐々武史、豊増知伸（山形大学農学部）

「エリシター処理により誘導されるＥＬ５蛋白質の立体
構造と機能」
加藤悦子、西澤洋子（（独）農業生物資源研究所）

「初期感染過程におけるイネ－いもち病菌相互作用の解
析」
西村麻里江、加藤智朗、西澤洋子、林　長生、
南　栄一（（独）農業生物資源研究所）

「イネの誘導抵抗性について」
仲下英雄、安田美智子（理化学研究所）

「イネに対して病害抵抗性を誘導する薬剤（抵抗性誘導
型農薬）の開発研究－プロベナゾールやセレブロシド
を例として－」
梅村賢司、岩田道顕、古賀仁一郎（明治製菓）

問合せ先：生物生産工学研究センター　山根久和
TEL : 03-5841-3067 FAX：03-5841-8030

E-mail : ayamane@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp

詳細はホームページをご覧下さい。
http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/biotec-res-ctr/

お知らせ
シンポジウム・講演会
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情報基盤センター

データベース定期講習会

情報基盤センター図書館電子化部門では、下記のとお
りデータベース定期講習会を実施します。
本学にご所属であればどなたでも参加できます。どう

ぞお気軽にご参加ください。
また、ネイティブスピーカーの講師による英語編も好

評実施中です。11月の英語編は、Introductory Course

とWeb of Science Courseです。留学生の方のご参加を
お待ちしております。
●会場：総合図書館１階　講習会コーナー
●定員：12名（先着順。予約不要です。会場に直接お越

しください。）
●各コースの内容

＜30分コース＞

目的ごとにどんなデータベースがあるかを知りたい
方、短時間で知識を得たい方には、こちらがおすすめ
です。
◆本をさがす編　　　　◆雑誌をさがす編
◆新聞をさがす編　　　◆統計をさがす編

＜１時間コース＞

特定のデータベースについての解説や検索実習が中
心の講習を受けたい方には、こちらがおすすめです。
◆OPAC入門編（Introductory Course）
◆FELIX編
◆Web of Science編（Web of Science Course）
◆電子ジャーナル編

●11月～12月の定期講習会スケジュール

●問い合わせ先

情報基盤センター学術情報リテラシー係
内線：22649 E-mail：literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

詳細は、講習会ホームページをご覧ください。
http://www.lib.u-tokyo.ac.jp/dl/koshukai/

訂正

「学内広報」No.1321において、誤りがありましたの
で、訂正してお詫びします。

15ページ左段に掲載した写真のキャプションが、「デ
ィオニュソス」「ペプロフォロス」となっていましたが、
写真は２点とも「ディオニュソス」のものでした。
総合研究博物館にて特別展示を開催中の「ディオニュ

ソス」と「ペプロフォロス」の写真を改めて掲載します。

掲 示 板

お知らせ

月 火 水 木 金
11/１ 11/２ 11/３ 11/４

13:15-14:15 15:00-16:00

Introductory FELIX

Course
（英語編）

11/７ 11/８ 11/９ 11/10 11/11

17:00-17:30 15:00-16:00

本を Web of

さがす Science

11/14 11/15 11/16 11/17 11/18

15:00-15:30 11:00-12:00 13:15-14:15

雑誌を 電子 Web of
さがす ジャーナル Science

Course
（英語編）

月 火 水 木 金
11/21 11/22 11/23 11/24 11/25

11:00-12:00

OPAC入門
11/28 11/29 11/30 12/１ 12/２

11:00-12:00 17:00-17:30

FELIX 新聞を
さがす

12/５ 12/６ 12/７ 12/８ 12/９
11:00-12:00 15:00-15:30

Web of 統計を
Science さがす

12/12 12/13 12/14 12/15 12/16

17:00-18:00 15:00-15:30

電子 本を
ジャーナル さがす

12/19 12/20 12/21 12/22 12/23

15:00-15:30

雑誌を
さがす

ディオニュソス ペプロフォロス



17No.1322   2005. 10. 26

情報基盤センター

外国人留学生のためのデータベース講習会

情報基盤センターでは、韓国語・中国語による「外国
人留学生のためのデータベース講習会」を以下のとおり
開催します。
ネイティブスピーカーの講師が、本学で利用できる基

本的なデータベース、レポートや論文の作成に欠かせな
いインターネットを利用した学術情報の収集方法などを
ご紹介します。実際にパソコンを操作していただきなが
ら実習形式で行います。
留学生のみなさんの積極的なご参加をお待ちしており

ます。

●日時

韓国語編　11月16日（水）14:50～16:20

中国語編　11月17日（木）14:50～16:20

※ 両日とも講習内容は同じです。

●会場

総合図書館　１Ｆ講習会コーナー

●申込方法

以下のサイトの講習会申込みフォームにてお申し込
みください。
定員（12名）に達し次第、締め切らせていただきます。
http://www.lib.u-tokyo.ac.jp/dl/news/fs2005.html

●内容

・OPAC, Book Contents等を利用した蔵書検索
・雑誌記事索引等を使った論文検索
・Web of Science等を使った海外の論文検索
・電子ジャーナルの使い方
などについて、実例に則して解説します。

●問い合わせ先

情報基盤センター学術情報リテラシー係
内線：22649 E-mail：literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

なお、英語による講習会も定期的に実施しています。
詳細は以下のサイトをご覧ください。
「データベース定期講習会のお知らせ」(in English)

http://www.lib.u-tokyo.ac.jp/dl/koshukai/index-e.html

お知らせ
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相撲部ペテル・マトゥシュ主将、
世界相撲選手権で奮戦！

10月16日に大阪府堺市で開催された第13回世界相撲
選手権大会に、東大相撲部のペテル・マトゥシュ主将
がチェコ代表として出場し大いに奮戦、団体戦で母国
チームを３位決定戦進出に導く原動力となりました。

母国チェコではバレーボールをやっていたというペ
テル選手は、工学部社会基盤工学科に留学のため来日
した一昨年、同じ学生寮で友人となった相撲部員の誘
いで相撲部の稽古場を訪れ、「いつのまにか部のホー
ムページに部員として名前が載っていた」（本人談）。

以来、長身と足
腰の良さを活か
し、昨年秋には
東日本学生相撲
個人体重別選手
権大会75kg未満
級で第３位に入
賞するなど、短
期間でめきめき
力をつけ、遂に
個人戦軽量級
（85kg未満）チ
ェコ代表の座を
獲得、三人制の
団体戦でも先鋒
として出場する
ことになったの
です。

このところ大相
撲では琴欧州の活
躍が話題を呼び、
「東欧出身の長身
痩躯」という共通
点から「東大の琴
欧州」の異名を得
たペテル選手、個
人戦初戦は本家琴
欧州の母国ブルガリア代表、この大会で第３位に入賞
した強豪ゲオルギェヴ選手との対戦となり、小手投げ
及ばず寄り倒され惜敗。
団体戦では中堅の選手が欠場したため、一人負けれ

ばチームも負けという厳しい条件下、初戦でニュージ
ーランドのパイパー選手を寄り倒して世界選手権初勝
利を飾ったものの、３回戦はブルガリア戦、ゲオルギ
ェヴ選手への雪辱ならず、チームも敗れてしまいまし
た。しかしブルガリアが勝ち進んだ（決勝で日本に
１－２と惜敗し準優勝）ためチェコは敗者復活戦のチ
ャンスを得、敗者復活１回戦で団体戦準優勝歴のある
強豪フィンランドを撃破。メダルをかけた３位決定戦
ではノルウェー先鋒のボーガ選手を押し込みながら一
瞬足の運びが乱れて無念の逆転負けを喫しはしました
が、堂々世界第５位の座を占める大健闘でした。

東大相撲部は、
前 身 と な っ た
「相撲同好会」が
駒場キャンパス
の片隅で活動を
開始してから今
秋でちょうど30

年。世界の大舞
台での主将の活

躍が、節目の年に花を添えることになりました。昨年
のレギュラー陣が卒業で抜けたあと、団体戦では苦戦
の続く今年の東大相撲部ですが、ペテル主将の活躍に
大いに刺激され、他の部員たちの稽古にもいっそうの
力がこもります。

（東京大学相撲部部長　新田一郎）

「学内広報」には、みなさんから投書を寄せていただくコーナーとして「噴水」が設けられています。本学にお
ける教育・研究活動等に関する意見等をお寄せください。広報委員会が適当とするものを、適宜、掲載します。
［原稿の送付先］東京大学総務部広報課　MAIL：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp

［お問い合わせ］TEL：03-3811-3393 内線：22031、82032
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行事名 日時 場所 連絡先・ＨＰ等
東文研シンポジウム
公共哲学・開発・環境：ケイパビリティの視点から
― Call for Papers ―

11月2日（水）
13:00～ 東洋文化研究所　大会議室3階 東洋文化研究所　http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/

東京大学運動会総務部　03-5841-2510
http://www.undou-kai.com/

大学院総合文化研究科地域文化研究専攻
http://ask.c.u-tokyo.ac.jp/academic_activity/sympo.html

数理科学研究科・21世紀COEプログラム「科学技術への
数学新展開拠点」 Mail：funaki@ms.u-tokyo.ac.jp
http://faculty.ms.u-
tokyo.ac.jp/users/kokaikoz/kokaikoz2005.html

東京大学運動会総務部
03-5841-2510
http://www.undou-kai.com/

東洋文化研究所　http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/

http://cb8.ar.a.u-tokyo.ac.jp/GWE2005/informationJ.html

理学系研究科・理学部国際交流室
理学部1号館1階101号室
03-5841-7630（内線 27630）
http://www.s.u-tokyo.ac.jp/jimu/pages/0375/index.html

東洋文化研究所　http://www.ioc.u-tokyo.ac.jp/

先端知機能材料デバイスラボラトリーズ
http://sentanchi-lab.t.u-tokyo.ac.jp/

大学院理学系研究科庶務係
03-5841-7585 Mail：shomu@adm.s.u-tokyo.ac.jp
http://www.s.u-tokyo.ac.jp/event/public-lecture8/
生産技術研究所
043-251-8311
http://www.iis.u-
tokyo.ac.jp/announce/050912ChibaKoukai.html
東京大学駒場キャンパス14号館柴研究室内
「バルカン諸国歴史教科書の比較研究」事務局
03-5454-6225
http://www.c.u-
tokyo.ac.jp/jpn/kyoyo/balkans20051112.html

高田馬場シチズンアイススケー
トリンク

駒場キャンパス18号館ホール

数理科学研究科大講義室

駒場第二体育館

東洋文化研究所3階大会議室

山上会館大会議室

講演会：理学部化学館5階講堂
シンポジウム：物理講義室（理
学部4号館2階1220号室）

東洋文化研究所大会議室（3階）

武田先端知ビル5階武田ホール

安田講堂

生産技術研究所千葉実験所

駒場キャンパス18号館
1階ホール

11月2日（水）
夜中～

11月5日（金）
13:00～

11月5日（土）
13:30～

11月6日（日）

11月7日（月）
14:00～

11月7日（火）
～10日（木）

11月9日（水）
10日（木）

11月10日（木）
14:00～

11月11日（金）
13:00～

11月11日（金）
18:00～

11月11日（金）
10:00～

11月12日（土）
10:00～

スケート講習会
※1321号参照

シンポジウム和解のための歴史を求めて
―ヨーロッパと東アジア

2005年度数学公開講座「社会や自然のなかの解析学」

バスケットボール大会
※1321号参照

東文研セミナー
「米・砂糖・コーヒーから見た現代アジア経済史」

東大シンポジウム「ゲノム全域エピジェネティックス」
（Genome-Wide Epigenetics 2005）

ユネスコ国際交流プログラム講演会・シンポジウム
※13ページ参照

東洋文化研究所定例研究会
北宋中期知識人の絵画表象－「雎陽五老図」を中心に

F&RICオープンフォーラム2005「知の融合と開放」

第8回理学部公開講演会「意外と身近な理学研究」
※1320号参照

生産技術研究所　千葉実験所公開
※1320号参照

国際シンポジウム「地域史の可能性を求めて―バルカ
ンと東アジアの歴史教科書から」

留学生のための地震防災セミナー（日本語コース） 11月12日（土）
19日（土） 地震研究所 地震研究所

http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/yamaoka/eqseminar/

社会科学研究所
http://web.iss.u-tokyo.ac.jp/jinzai/1116.htm
e-mail: hrm@iss.u-tokyo.ac.jp

史料編纂所　03-5841-5997

総務部渉外グループ
03-5841-1216 内線21216
http://www.alumni.u-tokyo.ac.jp/hcd.html

ものづくり経営研究センター
03-5841-2272
http://www.ut-mmrc.jp/topics/yose.html
教養学部社会連携委員会「公開講座」担当係
03-5454-6637
http://www.c.u-
tokyo.ac.jp/jpn/kyoyo/koukai2005winter.html

総合研究博物館
ハローダイヤル 03-5777-8600
http://www.um.u-tokyo.ac.jp

総合研究博物館
ハローダイヤル 03-5777-8600
http://www.um.u-tokyo.ac.jp

大学院総合文化研究科・教養学部　駒場博物館
03-5454-6139

医学部教務係　03-5841-3308
http://www.m.u-tokyo.ac.jp/

学士会分館

史料編纂所二階

本郷キャンパス
及び駒場キャンパス

三菱ビルコンファレンススクエ
アエムプラス
（東京駅丸の内南口）

教養学部11号館2階1106教室

総合研究博物館本館

総合研究博物館本館

駒場博物館

医学部教育研究棟14階
鉄門記念講堂

11月16日（水）
14:30～

11月18日（金）
19日（土）

11月19日（土）

10月～3月

10月14日（金）
～2月10日（金）

10月15日（土）
～11月13日（日）

10月15日（土）
～4月16日（日）

10月29日（土）
～12月9日（金）

11月1日（火）～12
月13日（火）毎週
火曜日15:00～
16:30

社研 人材ビジネス研究寄付研究部門シンポジウム「ヘ
ルパーの能力開発とサービス提供責任者の役割－訪問
介護サービス業の人材マネジメント－」

史料展示会「東京大学の国宝・重文名品展」
※1321号参照

第4回東京大学ホームカミングデイ
※1321号参照

21世紀COE ものづくり経営研究センター
「ものづくり寄席」

公開講座「高校生のための金曜特別講座」（冬学期）
※1319号参照

「ディオニュソスとペプロフォロスー東京大学ソン
マ・ヴェスヴィアーナ発掘調査の一成果」
※1321号参照

「重井陸夫博士コレクション　ウニの分類学」展

展覧会「form_raum_idee－デッサウのバウハウスとハ
レのブルク･ギービヒェンシュタイン美術デザイン大
学、世界の現代デザインを切り開いた二つの美学校－」
※1321号参照

医学序論連続講座「医の原点」

行事名 開催期間 場所 連絡先・ＨＰ等



ナンバーワンでオンリーワン

日本の大学をとりまく状況は厳しい。学生と

なるはずの子供が減っている。国の財政も破綻

寸前だ。法人化後の交付金の減り方を見れば、

その影響は歴然としている。国境を越えた遠隔

教育も珍しくなくなった。欧米の大学の国外進

出も進んでいる。東大といえど、厳しい競争的

環境におかれている。

大学は社会の付託に応えなけ

ればならない。東大は、研究教

育において成果を積み重ね、多

くの人がナンバーワンと賞賛し

てくれるような大学になること

によって期待に応えようとして

いる。

ヨーロッパの諸都市に大学が

生まれて間もない頃にも、今日いうところのナ

ンバーワン校があった。パリは神学の名声が高

く、ヨーロッパ中から優秀な学徒が集まった。

ボローニャは法学、モンペリエやサレルノは医

学においてその名が轟いていた。

しかし、今や、パリに神学部はなく、リシュ

リュー時代のソルボンヌ聖堂は展示ギャラリー

に変わっている。法学ではローマ法の伝統に代

わり英米法の重みが増し、医学研究、教育の中

心もドイツを経て、新大陸に移っていった。デ

ィシプリン自体の浮き沈みがある上、一つのデ

ィシプリンの中でも先端を走り続けることはた

やすくない。

一方、中世から続くイギリスの学寮制度は、

その全人的教育において評価する人が今でも少

なくない。フランスのグランゼコールは専門別

のエリート教育で才能を育て、この日本でもそ

の恩恵に与る大企業がでてきた。

研究大学を生んだドイツは、大学

の近代化をなしとげ、アメリカの

大学はイギリス的なカレッジ制度

の上に専門教育をうまく接合し、

20世紀の大学モデルとなった。い

ずれも、それぞれの歴史的、文化

的、社会的状況の中で模索を続け、

現在も評価されうるユニークネス

をかち得た。

多くの人は東大に世界のナンバーワンを目指

して欲しいと期待しているし、それに応えなけ

ればいけないと思う。が、同時に、オンリーワ

ンは長続きするという歴史の教訓にも学ぶべき

ことは多い。

岸田　省吾（大学院工学系研究科）

（淡青評論は、学内の教職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

この「学内広報」の記事を転載・引用する場合には、事前
に広報委員会の了承を得、掲載した刊行物若干部を広報委員
会までお送りください。なお、記事についての問い合わせ及
び意見の申し入れは、総務部広報課を通じて行ってください。

No. 1322 2005年10月26日

東 京 大 学 広 報 委 員 会
〒113－8654 東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学総務部広報課　1 03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
ホームページ http://www.u-tokyo.ac.jp/index_ j.html
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